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スタートアップファンドおよび事業承継ファンドの設立について 

～地域のサステナブルな経済発展に向けた取り組み～ 

 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）は、２０２５年５月２３日（金）にグループ会社で   

ある株式会社京葉銀キャピタル＆コンサルティング（代表取締役 齊藤 嘉茂）と共同で、社会   

課題の解決を志す企業を支援する「京葉銀成長支援投資事業有限責任組合」（スタートアップ 

ファンド）と、事業承継の問題を解決する「京葉銀事業承継２号投資事業有限責任組合」（事業

承継ファンド）を設立しましたので、お知らせいたします。 

 

【背景】 

 当行は課題解決型営業の強化に取り組んでおり、取引先企業のライフステージにおける  

さまざまな課題にお応えするために、ソリューションメニューの拡充を図っております。 

 今回、社会課題の解決を志すお客さまの成長支援をサポートするため、また、お客さまの  

円滑な事業承継をサポートするため、両ファンドを設立しました。 

 

【目的】 

 当行グループは、両ファンドを通じて多様な企業成長および事業承継ニーズにお応えして 

いくほか、投資による資金供給やコンサルティング等の経営支援を行うことで地域の雇用の 

維持や経済活性化を後押しし、サステナブルな発展に貢献してまいります。 

 

【両ファンドの概要】 

名 称 京葉銀成長支援投資事業有限責任組合 

ファンド総額 １０億円 

出 資 者 
＜有限責任組合員＞株式会社京葉銀行 

＜無限責任組合員＞株式会社京葉銀キャピタル＆コンサルティング 

ファンド期間 設立日より１０年（最長２年延長可） 

投 資 対 象 
社会課題解決を志すスタートアップまたは地域の発展に欠かせない

事業を営む企業 

 

  



名 称 京葉銀事業承継２号投資事業有限責任組合 

ファンド総額 ２５億円 

出 資 者 
＜有限責任組合員＞株式会社京葉銀行 

＜無限責任組合員＞株式会社京葉銀キャピタル＆コンサルティング 

ファンド期間 設立日より１０年（最長２年延長可） 

投 資 対 象 
事業承継等の課題を有しているものの、企業価値の向上が見込まれる

企業 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

※１ ＧＰ（General Partner）：無限責任組合員。ファンドの運営に責任を負う組合員。 

※２ ＬＰ（Limited Partner）：有限責任組合員。ファンドの運営に出資額を限度としてのみ責任を負う 

組合員。 

 

今後も当行グループは、お客さまの課題解決やサステナビリティ経営を支援するとともに 

千葉県経済の活性化に積極的に取り組んでまいります。 
 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京葉銀行ではＳＤＧｓへの取り組みに関するニュースリリースに、 

「ＳＤＧｓ１７の目標アイコン」を標示しています。 
 
【ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）】 

2015 年 9 月に国連で採択された、2030 年までに持続可能でよりよい世界を 

目指す国際目標のこと。17 のゴール・169 のターゲットから構成される。 

 


